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１．総則 

1.1 業務の件名 

「平成２７年度 ノベルティグッズ（星砂キーホルダー）製作業務」（以下「本業務」という）とする。 

 

1.2 仕様書の目的 

本仕様書は、一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（以下「OCVB」という）が受託事業者に委託する

本業務に関する仕様を示すものとする。 

 

２．業務概要 

2.1 業務の目的 

海外における旅行博覧会やイベントにおいて、沖縄の「白い砂浜」「ビーチリゾート」を連想させる「星砂キ

ーホルダー」のノベルティを配布することで、沖縄へ対するイメージ向上を促進し、海外からの観光客誘致拡大

に繋げる。また、ラベルデザインに「花笠マハエ」ちゃんを起用し、多言語タグには「Be.Okinawa」ロゴマーク・

QR コードを差し込むことで WEB サイトへの誘導を図り、訴求効果を高める。 

2.2 目的物の規格 

本仕様書が規定する業務委託の目的物は次のとおりとする。 

① 名称：星砂キーホルダー 

② 規格：H30 ㎜×直径 15㎜程度 

③ 材質：コルク栓ガラスボトル キーホルダー 

④ 数量：計 50,000 個 （タグ内訳：英語 15,000/簡体字 12,000/繁体字 14,000/韓国語 7,000/タグなし 2,000） 

⑤ 仕様：(1)ラベルシール（全 1種） 

     (2)多言語タグ（全 4種） 

※次回からの製作は、今回の受託事業者による入稿用データをもって入札による方法で行う。 

※デザインの際にレイアウト調整及び簡易な修正が入る場合は、OCVB と協議のうえ決定する。 
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2.3 仕様詳細 

（1）ラベルシール（全 1種） 

①サイズ：W35 ㎜×H18 ㎜（角丸 2R） ※星砂ボトルに貼り付け可能なサイズ 

②凸版印刷カラー4色＋白 

③透明 PET＃25（溶剤強粘） 

・新規デザインのため、デザインに係る費用が発生する場合はこれを計上すること。 

・素材データについては全て OCVB が提供する。 

・シール貼り付けに係る費用が発生する場合はこれも計上すること。 

 

 

  

 

 

 

（2）多言語タグ（全 4種） 

①サイズ：W90 ㎜×H20 ㎜（変形） ※キーホルダー部分に通せるサイズ 

②凸版印刷カラー4色＋白 

③アート紙（溶剤強粘）＋PP（ラミネート加工） 

④数量：英語 15,000/簡体字 12,000/繁体字 14,000/韓国語 7,000 

・新規デザインのため、デザインに係る費用が発生する場合はこれを計上すること。 

・素材データについては全て OCVB が提供する。 

・タグ取り付けに係る費用が発生する場合はこれも計上すること。 

 

 

 

 

 

 

 

SAMPLE 

W35㎜ 

H18㎜ 

SAMPLE 

W10㎜ 

W40㎜ 

W90㎜ 

H20㎜ 
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2.4 スケジュール 

受託事業者は以下の内容にて受託内容の実施及び成果物等の納品を行うこと。 

納品の期日に関しては下記スケジュールのとおりとする。また、在庫は受託事業者倉庫に保管するものとする。 

初回納品期日：平成 27年 8 月 20 日（木） 予定 

※その後の納品期日、納品数に関しては受託事業者と OCVBが協議をして決定する。 

2.5 瑕疵担保責任 

OCVB への引き渡し日から起算して 1年の間、成果物に瑕疵があるときは、受託事業者は無償で当該成果品の

修補を行うこと。 

 

2.6 著作権・特許等 

（１）受託事業者は、本業務で作成された成果物に関し、すべての著作権（財産権）を、OCVB に無償で譲渡する

ものとする。ただし、委託前から受託事業者の構成者が権利を有する著作物及び第三者が権利を有する著

作物を利用する場合は事前に OCVB の承諾を得るものとする。 

 （２）受託事業者は、OCVB の同意を得なければ、著作権法第 18 条及び第 20 条に規定されている権利を行使す

ることができない。 

 （３）本業務の成果物に係る著作権、特許権その他の知的財産権に関する一切の紛争については、訴訟費用を

含めすべて受託事業者において責任を負うものとする。 

（４）著作権法上、上記条件を満たさないデータの使用は禁ずる。 

以上 


